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ル
を
構
築
し
ま
す
。

長
引
く
構
造
不
況
の
影
響
に
よ
る

地
方
税
収
の
落
ち
込
み
や
、
地
方
交

付
税
の
削
減
な
ど
に
よ
る
慢
性
的
な

歳
入
不
足
と
、
健
康
・
福
祉
施
策
、

衛
生
処
理
費
、
一
部
事
務
組
合
へ
の

負
担
金
や
公
債
費
な
ど
の
歳
出
経
費

の
増
加
に
よ
り
、
加
治
木
町
は
か
つ

て
な
い
ほ
ど
の
財
政
危
機
に
直
面
し

て
い
ま
す
。

国
や
県
は
、
究
極
の
行
政
改
革
と

い
わ
れ
る
市
町
村
合
併
を
　
「
本
格
的

な
地
方
分
権
の
受
け
皿
」
　
と
し
て
積

極
的
に
推
進
し
、
そ
の
結
果
、
県
内

で
も
新
鹿
児
島
市
や
薩
摩
川
内
市
、

湧
水
町
な
ど
、
新
市
・
新
町
が
続
々

と
誕
生
し
、
行
財
政
の
ス
リ
ム
化
が

図
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

加
治
木
・
姶
良
・
蒲
生
の
三
町
合

併
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

後
、
合
併
す
る
・
合
併
し
な
い
に
関

わ
ら
ず
、
加
治
木
町
と
し
て
の
生
き

残
り
を
か
け
、
第
二
次
加
治
木
町
行

政
改
革
に
よ
る
事
務
の
合
理
化
、
組

織
機
構
の
再
編
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

あ
り
方
等
を
再
度
検
証
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
「
加
治
木

町
新
行
政
改
革
大
綱
」
　
と
そ
れ
に
基

づ
い
た
　
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
　
（
平
成

十
八
年
度
～
平
成
二
十
三
年
度
）
」

を
策
定
し
、
「
行
政
」
　
「
議
会
」
　
「
住

民
」
　
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。（

こ
の
大
綱
が
目
指
す
も
の
は
、
効

率
的
な
行
政
運
営
は
も
ち
ろ
ん
、
住

民
に
と
っ
て
よ
り
満
足
度
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
行
政
シ
ス
テ

ム
の
構
築
で
す
。
そ
の
実
現
の
た
め

に
、
次
の
二
つ
を
目
標
に
掲
げ
改
革

を
推
進
し
ま
す
。

①
住
民
参
画
型
に
よ
る
行
政
体
制
の

充
実
住
民
の
意
思
に
よ
る
住
民
が
安
心

し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
こ
れ
を
支

え
る
行
政
体
制
を
充
実
し
ま
す
。

住
民
説
明
会
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ー
行

政
改
革
推
進
本
部
↓
行
政
改
革
推
進

委
員
会

②
将
来
世
代
へ
過
度
の
負
担
を
残
さ

な
い
財
政
運
営
の
実
現

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
財
政

運
営
を
行
え
る
よ
う
抜
本
的
に
財
政

を
改
革
し
、
将
来
世
代
へ
過
度
の
負

担
を
残
さ
な
い
財
政
運
営
を
実
現
し

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
事
務
．
事

業
は
も
ち
ろ
ん
、
人
材
・
組
織
・
施

設
・
情
報
と
い
う
ス
ト
ッ
ク
の
見
直

し
を
目
指
す
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
成
果
重
視
の
行
政
運
営
を

実
現
す
る
た
め
、
全
て
の
行
財
政
運

営
に
お
い
て
計
画
　
（
P
l
a
n
）
－

実
施
　
（
D
O
）
－
検
証
　
（
C
h
e
C

k
）
－
見
直
し
　
（
A
 
C
t
i
 
O
n
）

の
連
携
化
を
図
る
P
D
C
A
サ
イ
ク

▽
行
政
改
革
推
進
本
部
の
再
編
・
行

政
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
の
設
置

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
い
た

行
政
改
革
を
実
行
す
る
た
め
、
行
政

改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
を
設
置
し
ま

す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
に
は
、

総
合
的
に
協
議
す
る
　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
」
　
と
九
つ
の
専
門
部
会
　
（
総
務

部
会
・
建
設
部
会
・
経
済
部
会
・
厚

生
部
会
・
教
育
部
会
・
組
織
機
構
部

会
・
財
政
健
全
化
部
会
・
町
有
施
設

（
地
）
　
部
会
・
情
報
推
進
部
会
）
　
を

設
置
し
ま
す
。

▽
大
綱
の
体
系

平
成
十
八
年
度
か
ら
平
成
二
十
三

年
度
を
目
標
と
し
、
次
の
六
つ
の
体

系
ご
と
に
プ
ラ
ン
を
設
定
し
ま
す
。

①
事
務
・
事
業
の
見
直
し

行
政
が
実
施
し
て
い
る
す
べ
て
の

事
務
・
事
業
の
洗
い
出
し
を
し
、
事

業
評
価
を
導
入
し
な
が
ら
、
　
再

編
・
整
理
・
廃
止
・
統
合
等
を
決
定

し
て
い
き
ま
す
。

②
組
織
機
構
の
見
直
し

各
種
委
員
会
等
の
整
理
合
理
化
を

は
じ
め
、
課
及
び
係
等
の
再
編
成
の

必
要
性
を
協
議
し
、
効
率
的
な
組

織
・
機
構
の
見
直
し
を
実
施
し
ま
す
。

③
定
員
管
理

（

職
員
適
正
化
計
画
を
作
成
し
、
今

後
の
職
員
数
や
職
員
配
置
に
つ
い
て

具
体
的
に
計
画
を
策
足
し
ま
す
。

④
財
政
運
営
の
健
全
化

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成

し
、
こ
れ
に
基
づ
き
健
全
な
財
政
計

画
を
盛
り
込
ん
だ
財
政
改
革
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
設
定
し
ま
す
。
併
せ
て
補
助

金
適
正
化
計
画
も
作
成
し
ま
す
。

⑤
効
率
的
な
行
政
運
営

報
酬
・
給
与
等
の
適
正
化
、
規
制

緩
和
の
推
進
、
指
定
管
理
者
制
度
の

活
用
、
民
間
委
託
等
の
推
進
、
P
F

I
手
法
の
適
切
な
活
用
、
地
方
公
営

企
業
の
経
営
健
全
化
、
土
地
開
発
公

社
の
経
営
健
全
化
、
情
報
公
開
の
推

進
、
行
政
の
情
報
化
の
推
進
、
人
材

育
成
の
推
進
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
計

画
を
策
足
し
ま
す
。

⑥
議
会
の
あ
り
か
た

地
方
分
権
の
親
展
に
伴
い
、
議
会

の
果
た
す
べ
き
役
割
が
ま
す
ま
す
増

大
し
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
議

会
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
議
員
の
定
数
や
報
酬
に

つ
い
て
も
住
民
に
対
す
る
説
明
が
果

た
せ
る
よ
う
、
議
会
自
ら
が
積
極
的

に
論
議
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

▽
集
中
改
革
プ
ラ
ン

加
治
木
町
新
行
政
改
革
大
綱
の
六

体
系
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
取
組
を

集
中
的
に
実
施
す
る
た
め
、
次
の
①

～
⑱
に
掲
げ
る
事
項
を
中
心
と
し
て

具
体
的
な
取
組
を
わ
か
り
や
す
く
明
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行政改革スケジュ臆ル 
平成17年 ����平成18年 

5月16月17月18月 ��9月110月111月112月 ��1月12月 ��3月 �4月 

加治木町新行政改革大綱 集中改革プラン策定 �l 壷 �i 析） �I l ［重量亙 �I l l E重畳 ��11 �国寄 �i 実 
i企； ��企i �i企 � 

i大綱骨子案発表i l i 財政シミュレーション（財政分 i策定 ��L玉里重宝壁劃 �i新行政改革大綱発表i ���8年度当初予 
l I 策定 I �I I � �� 

（財政改革プログラム） 
i �政改革プログラム策定i 

（補助金適正化計画） �l l i策定 l i策定 ：手続条例制定 �〉 〉i �I 補助金適正化計画策定i l 塑適正化…哩策定1 ：施設設置条例改正 �l l l l ：指定議決 � �指定管理 �への引継期間 �施 

（定員適正化計画） 

（指定管理者制度） 
l 　●指定管理者候補者選定●指定管理 　委員会発足　者の募集 ���　I 　l 　l ：●審査決定： �●協定書 の締結 

平成17年度一般会計総額

86億8，067万5千円に

補正予算の主なもの
●女性相談や児童虐待等の相談員賃金　　151万8千円

●三の塚水道組合飲料水供給施設費補助　109万5千円

●宇曽ノ木川の頭首工改修基本設計業務委託料　450万円

●井手下地区農道復旧に要する工事請負賛　1，650万円

主な議決事項
●消防団員の定員等に関する条例の一部改正

●加治木町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関

する条例の制定

●加治木町農業委員会の選挙による委員定数条例の一部

改正

●一般会計補正予算

2，946万6千円を追加し　総額86億8，067万5千円に

●老人保健医療特別会計補正予算

3，128万2千円を追加し　総額29億4，722万7千円に

示
し
た
　
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
　
を
平

成
十
七
年
度
中
に
公
表
し
ま
す
。

①
事
務
・
事
業
の
再
編
・
整
理
・
廃

止
・
統
合
等

②
組
織
機
構
の
見
直
し

③
定
員
適
正
化
計
画

④
臨
時
職
員
の
適
正
配
置

⑤
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム

⑥
補
助
金
適
正
化
計
画

⑦
手
当
の
総
点
検
を
は
じ
め
と
す
る

報
酬
・
給
与
等
の
適
正
化

⑧
規
制
緩
和
の
推
進

⑨
民
間
委
託
等
の
推
進

⑩
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用

⑪
P
F
I
手
法
の
適
切
な
活
用

⑫
地
方
公
営
企
業
の
経
営
健
全
化

⑱
土
地
開
発
公
社
の
経
営
健
全
化

⑭
地
域
協
働
の
推
進

⑮
情
報
公
開
の
推
進

⑯
行
政
の
情
報
化
の
推
進

⑰
人
材
育
成
の
推
進

⑧
議
会
の
あ
り
方

新
行
政
改
革
大
綱
及
び
集
中
改
革

プ
ラ
ン
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
P

D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
各
過
程
に
お
い

て
、
住
民
等
の
意
見
を
反
映
す
る
よ

う
な
仕
組
み
を
整
え
、
必
要
に
応
じ

住
民
説
明
会
等
を
実
施
し
ま
す
。

新
行
政
改
革
大
綱
の
策
定
の
過
程

や
成
果
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
等
で
住
民
に
わ
か
り
や
す

い
形
で
公
表
し
ま
す
。

議
会
報
告
　
　
　
・
∴
二
・

平
成
十
七
年
第
二
回
加
治
木
町
議

会
定
例
会
は
、
六
月
九
日
か
ら
二
十

三
日
ま
で
、
十
五
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
は
、
財
団
法
人
加
治
木

町
開
発
公
社
及
び
鹿
児
島
県
市
町
村

土
地
開
発
公
社
加
治
木
町
支
社
の
経

営
状
況
が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、
平
成

十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

議
案
十
四
件
、
農
業
委
員
の
推
薦
一

件
、
加
治
木
町
行
政
改
革
・
合
併
問

題
調
査
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る

発
議
一
件
を
審
議
可
決
し
ま
し
た
。
態
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優勝に思わずガッツポーズ

島田直昂くん

蔵園万里亜さん

問
う
こ
が
ね
ぐ
る
に
熱
い
声
援

く
も
合
戦
大
会

困
圏
回
国
国
圏
閉
園
閏

加
治
木
町
の
伝
統
行
事
　
「
く
も
合

戦
大
会
」
　
が
六
月
十
九
日
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
優
良
く
も
の
部
に
三
十

三
人
、
合
戦
の
部
に
百
三
十
八
人

（
大
人
の
部
六
十
八
人
、
少
年
の
部

七
十
人
）
　
が
出
場
。
は
じ
め
に
優
良

く
も
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
審
査

員
た
ち
は
、
く
も
の
大
き
さ
や
形
、

色
あ
い
な
ど
審
査
し
ま
し
た
。

合
戦
の
部
が
始
ま
る
と
、
棒
上
で

闘
う
く
も
た
ち
へ
あ
ち
こ
ち
か
ら
熱

い
声
援
が
飛
び
交
い
、
場
内
は
終
日

熱
気
の
渦
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ

た
　
「
く
も
合
戦
絵
画
・
書
道
コ
ン
ク

ー
ル
」
　
の
表
彰
式
で
は
、
金
賞
を
受

賞
し
た
島
田
直
昂
く
ん
　
（
柁
城
中
三

年
）
　
と
蔵
園
万
里
亜
さ
ん
　
（
柁
城
中

五
年
）
　
に
、
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れまし羅

●
優
良
く
も
の
部

▽
優
勝
－
川
端
勝
夫

（
熊
本
県
上
天
草
市
）

●
合
戦
・
大
人
の
部

▽
優
勝
－
入
部
朋
子
（
鹿
児
島
市
）

▽
三
位
－
川
原
み
づ
代

▽
七
位
l
立
山
真
佐
己

▽
八
位
－
瀬
戸
口
キ
ヨ

●
合
戦
・
少
年
の
部

▽
優
勝
－
久
保
田
桂
子（

鹿
児
島
市
）

▽
三
位
－
北
森
ひ
ろ
き

▽
六
位
－
伊
藤
渉

▽
七
位
－
松
尾
く
れ
あ

▽
九
位
－
土
田
中
大
輔

●
王
将
戦
・
大
人
の
部

▽
優
勝
－
水
流
添
益
巳
（
溝
辺
町
）

●
王
将
戦
・
少
年
の
部

▽
優
勝
－
久
保
田
桂
子（

鹿
児
島
市
）

田
園

絵
画
・
喜
連
コ
ン
ク
ー
ル

●
絵
画
の
部

▽
金
賞
－
島
田
直
昂
　
（
柁
城
中

三
年
）
　
▽
銀
賞
－
田
中
翔
馬
　
（
加

治
木
小
二
年
）
　
津
曲
雄
大
　
（
錦

江
小
一
年
）
　
▽
銅
賞
－
吉
岡
大
輝

（
永
原
小
三
年
）

（
竜
門
小
一
年
）

江
小
三
年
）

地
久
里
由
夏

馬
場
優
希
　
（
錦

●
書
道
の
部

▽
金
賞
1
歳
園
万
里
亜
　
（
柁
城
小

五
年
）
　
▽
銀
賞
－
今
村
理
恵
　
（
柁

城
中
五
年
）
　
山
上
沙
也
　
（
錦
江

小
四
年
）
　
▽
銅
賞
－
森
永
崇
史

（
竜
門
小
五
年
）
　
福
永
麻
衣
　
（
柁

城
小
五
年
）
　
橋
口
香
穂
　
（
錦
江

小
六
年
）
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表彰状を手にする松田さん
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こんなにたくさんのごみが

‾‾‾‾－将

すぼらしい演奏を披露した加音オーケストラ

パ
ッ
キ
ン
を
無
料
で
取
替
え

町
管
工
事
組
合
が
サ
ー
ビ
ス

水
道
週
間
期
間
中
の
六
月
三
日
、

加
治
木
町
管
工
事
組
合
　
（
山
藤
吉
則

組
合
長
）
　
に
加
盟
し
て
い
る
業
者
が

集
ま
っ
て
、
水
漏
れ
な
ど
で
困
っ
て

い
る
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
パ
ッ
キ

ン
の
無
料
取
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

毎
年
、
水
道
週
間
に
ち
な
ん
で
実
施

し
て
お
り
、
今
年
で
十
回
目
。

業
者
は
町
水
道
課
職
員
と
二
人
一

組
に
な
り
、
申
込
み
の
あ
っ
た
三
十

三
軒
を
七
班
に
分
か
れ
て
訪
問
。
水

漏
れ
箇
所
を
確
認
す
る
と
、
慣
れ
た

手
つ
き
で
手
際
よ
く
パ
ッ
キ
ン
の
取

替
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

天
神
に
お
住
ま
い
の
湊
セ
ツ
子
さ

ん
は
　
「
水
漏
れ
で
困
っ
て
い
た
の
で

本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
ね
。
」
　
と
喜
ん
で
い
ま

した。

龍
門
司
焼
次
郎
太
窯

第
四
回
窯
元
祭
り

次
郎
太
窯
の
窯
元
祭
り
が
六
月
九

日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
四
日
間
、
茶

碗
屋
の
窯
元
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
は
通
常
価
格
の
二
割
引
で
陶

器
が
購
入
で
き
る
と
あ
っ
て
、
湯
飲

み
や
皿
、
花
瓶
な
ど
五
百
点
余
り
が

並
べ
ら
れ
た
店
内
は
、
連
日
多
く
の

陶
器
フ
ァ
ン
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

作
品
を
十
分
に
堪
能
し
た
後
、
訪
れ

た
人
た
ち
は
龍
門
司
燐
の
器
で
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
、
川
原
輝
夫
陶
工
と

会
話
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

窯
元
祭
り
で
は
、
毎
回
素
敵
な
焼

物
を
来
場
者
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
お
り
、
四
回
目
の
今
回
は
希
少
な

甜
菜
を
使
用
し
た
芳
工
赤
の
　
「
ぐ
い

呑
み
」
　
を
用
意
。
思
い
が
け
な
い
手

土
産
に
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
み
な
大

喜
び
し
て
い
ま
し
た
。

ご
み
の
多
さ
に
ビ
ッ
ク
リ

ゆ
り
の
会
が
美
化
作
業

環
境
の
日
の
六
月
五
日
、
加
治
木

町
ゆ
り
の
会
の
会
員
　
（
坂
元
広
子
会

長
百
人
）
　
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
手

で
町
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
清
掃
美

化
活
動
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

朝
七
時
か
ら
約
二
時
間
、
I
R
日

豊
本
線
沿
い
や
国
道
十
号
沿
い
を
歩

き
回
り
、
道
路
や
草
む
ら
の
中
に
捨

て
ら
れ
た
ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
。

日
木
山
ト
ン
ネ
ル
近
く
の
山
林
に

は
、
洗
濯
機
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
な
ど

の
電
化
製
品
や
家
庭
ご
み
が
散
乱
。

集
め
ら
れ
た
ご
み
は
ト
ラ
ッ
ク
二
台

分
に
な
り
、
第
一
建
設
の
協
力
を
得

て
処
分
場
へ
運
び
出
さ
れ
ま
し
た
。

坂
元
会
長
は
、
「
不
法
投
棄
は
明
ら

か
な
犯
罪
行
為
。
マ
ナ
ー
は
し
っ
か

り
守
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
」
　
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

県
知
事
か
ら
表
彰
状

食
改
推
進
員
の
松
田
さ
ん

地
域
住
民
の
食
生
活
向
上
や
健
康

づ
く
り
に
多
大
な
功
績
が
あ
っ
た
と

し
て
、
五
月
十
八
日
に
県
庁
で
行
わ

れ
た
県
食
生
活
改
善
推
進
員
の
連
絡

協
議
会
総
会
で
、
松
田
道
子
さ
ん
に

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

松
田
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
九
年
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
加
治
木
町
の

食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
今
の
時
代
は
食
育
活
動
が
と
て

も
大
切
。
」
　
と
言
う
松
田
さ
ん
は
、

数
年
前
か
ら
子
ど
も
会
等
の
栄
養
教

室
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
各
地
域

で
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
今
後
は
運
動
推
進
員
さ
ん
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
、
介
護
の
分
野
へ
積
極

的
に
か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
。
」
　
と

豊
富
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

五
百
人
の
聴
衆
を
魅
了

加
害
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
演

加
音
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
第
十
一
回

定
期
演
奏
会
が
五
月
二
十
八
日
、
加

音
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
約
五
百
人

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ァ
ン
が
生
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ

ー
ン
作
曲
の
結
婚
行
進
曲
。
軽
快
で

心
弾
む
旋
律
が
ホ
ー
ル
内
を
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
ム
ー
ド
に
包
み
込
み
ま
し

た
。
次
の
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
作
曲
四

季
　
「
春
」
　
で
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と

チ
ェ
ン
バ
ロ
が
織
り
成
す
独
特
の
音

色
が
場
内
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
ハ
イ
ド
ン
の
交
響
曲
第
八

三
番
ト
短
調
「
め
ん
ど
り
」
を
演
奏
。

ア
ン
コ
ー
ル
の
後
、
次
回
十
一
月
二

十
六
日
に
開
催
す
る
第
十
二
回
演
奏

会
で
の
再
会
を
約
束
し
、
公
演
は
無

事
に
終
了
し
ま
し
た
。
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三田閣語轄詔書詔欄田圃荘重 
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申込みから振替開始まで約1か月を要します。 
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7
月
は
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
の

強
調
月
間

。
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す

べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
犯

罪
や
非
行
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
活

動
を
推
進
し
、
明
る
い
地
域
社
会
を

築
き
ま
し
ょ
う
。

◎
重
点
目
標

「
地
域
活
動
の
推
進
に
よ
る
少
年

の
非
行
防
止
と
更
生
の
援
助
」

◎
統
一
標
語

「
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く

明
る
い
社
会
」

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
険
生
活
課
生
活
児
童
係

Ⅲ
（
6
2
）
2
1
1
1
　
内
線
1
3
2

当
。
観
望
詰
祷
僚
船
望

国
分
市
、
姶
良
郡
内
に
所
在
す
る

従
業
員
5
0
人
未
満
の
事
業
場
の
事
業

主
・
従
業
員
を
対
象
と
し
た
無
料
健

康
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

○
実
施
日
　
7
月
2
0
日
、
8
月
3
日

・
1
7
日
・
3
1
日
の
各
水
曜
日

午
後
2
時
～
4
時

○
場
所
　
隼
人
町
姶
良
郡
医
師
会
館

○
内
容
　
①
健
康
診
断
結
果
に
基
づ

く
相
談
　
②
病
気
の
相
談
や
予
防
及

び
生
活
習
慣
病
の
予
防
法
　
③
心
の

健
康
に
関
す
る
悩
み
　
④
職
場
の
労

働
衛
生
　
⑤
そ
の
他

▽
問
い
合
わ
せ
先

姶
良
・
大
口
伊
佐
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

Ⅲ
0
9
9
5
　
（
4
2
）
　
1
2
0
5

○
対
象
者
　
小
・
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
、
高
校
生
な
ど

○
実
施
日

星
塚
敬
愛
園
　
8
月
9
日
　
（
火
）

奄
美
和
光
園
　
8
月
2
4
日
　
（
水
）

○
募
集
対
象

小
・
中
学
生
、
高
校
生
と
そ
の
保

護
者
な
ど

○
実
施
内
容

入
所
者
と
の
交
流
、
施
設
見
学

○
参
加
料
　
無
料

○
申
込
締
切

星
塚
敬
愛
園
　
7
月
2
5
日
　
（
月
）

奄
美
和
光
園
　
8
月
2
日
　
（
火
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
健
康
増
進
課

皿
0
9
9
（
2
8
6
）
2
7
2
0

※
詳
し
く
ば
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

御
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
統
計
協
会

皿
0
9
9
（
2
8
6
）
2
4
7
3

h
雫
p
‥
＼
＼
w
w
w
．
p
r
e
H
．
k
a
m
O
S
h
i
∃
a
j

p
＼
h
O
B
e
＼
h
O
k
0
着
a
＼

宅
地
建
物
取
引
主
任

者
資
格
試
験

●

親
子
で
病
療
養
所
を

訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク

ー
ル
作
品
募
集

産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

無
料
健
康
梱
談

県
内
に
は
、
国
立
療
養
所
星
塚
敬

愛
園
（
鹿
屋
市
）
と
国
立
療
養
所
奄
美

和
光
園
（
名
瀬
市
）
の
2
か
所
の
ハ
ン

セ
ン
病
療
養
所
が
あ
り
ま
す
。

両
国
で
療
養
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る

方
々
が
、
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
楽
し
み

に
待
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
訪
問
を
希

望
さ
れ
る
親
子
を
募
果
し
ま
す
。

調
べ
る
楽
し
さ
、
表
現
す
る
楽
し

さ
を
グ
ラ
フ
を
使
っ
た
作
品
づ
く
り

を
通
し
て
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
対
象
小
・
中
・
高
校
生
お
よ
び
一
般

○
入
賞
区
分
　
特
選
、
入
選
、
佳
作

○
締
切
り
　
9
月
9
日
　
（
金
）
　
必
着

※
募
集
要
領
を
差
し
上
げ
ま
す
。

お
気
軽
に
御
請
求
く
だ
さ
い
。

○
試
験
日
　
1
0
月
1
6
日
（
日
）

○
受
験
資
格
　
県
内
在
住
の
方

○
受
験
申
込
書
の
配
布
期
間

7
月
1
日
（
金
）
～
2
9
日
（
金
）

○
受
験
申
込
書
の
配
布
場
所

（
社
）
鹿
児
島
県
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
、
県
庁
建
築
課
、
各
土
木
事

務
所
お
よ
び
各
支
庁
土
木
課
な
ど

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
込
み

詳
細
は
、
（
財
）
不
動
産
適
正
取
引

推
進
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御

覧
く
だ
さ
い
。

（
h
青
苗
‥
＼
＼
書
く
手
の
h
i
O
．
〇
ユ
p
）

※
今
年
度
か
ら
郵
送
と
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
申
込
み
と
な
り
、
持
参

に
よ
る
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

Ⅲ
0
9
9
（
2
5
2
）
7
1
1
1
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！ ） ！ i ！ i I i i I I i i I I L i i �種　目 陸　上 水　泳 �期　日 �　会　　場 国分運動公園陸上競技場 国分市民プール �優 

7／16 ��・　　・二‾ 

7／17 7／17 

バレーボール ソフトテニス ��蒲生町総合体育館 姶良町総合運動公園庭球場 �・二一一 回 

7／17 7／17 

柔　　　道 剣　　　道 ��舞鶴中学校武道館（国分市） 霧島緑の村体育館 �饗 地 産 幸手 ブ⊂ 寡 躍 �� 
7／17 

弓　　　　　　　　　道 �7／16 �加治木町陶夢ランド屋内競技場 

サ　　ッ　　カ　　ー �7／16・17 �国分市海浜公園（第1・第2グラウンド） 

卓　　　　　　　　球 �7／17 �国分市総合体育館 

軟　　式　　野　　球 �7／16・17 �姶良町総合運動公園野球場 国分運動公園野球場（国分は16日のみ） 

ゲ　ー　ト　ボ　ー　ル �7／16 �福山町多目的広場まきはドーム 

ソ　フ　ト　ボ　ー　ル �7／16・17 �（男子）隼人町営運動場 
（女子）天降Iilふるさとの川河III公園（隼人町） 

バ　ド　ミ　ン　ト　ン �7／17 �溝辺町総合体育館 

バスケットボール �7／17 �隼人町営体育館・隼人工業高校体育館 

グラウンドゴルフ �7／17 �霧島ロイヤルホテルグラウンドゴルフ場 

ク　レ　ー　射　撃 �7／17 �加治木クレー射撃場 

ハンドボール 全空運空手道 �7／17 �牧園町総合体育館 鹿児島第一高校体育館（国分市） 

7／17 7／17 

テ　　　　　　　　　　ス ��国分運動公園テニス場 �／／‾‾て ∴ � � 

カ　　　　ヌ �7／17 �天降Iii野口橋上流カヌー特設会場 �溺 （ 
ゴ　　　　ル　　　　フ �7／15 �高千穂カントリークラブ（霧島町） 

ボ　ウ　リ　ン　グ �7／16 �国分国際ボウル 

ラ　グ　ビ　ー 　爵観蕊漣涜遼1－121滋繊弱顕 �7／27・28 　－人－ �加治木工業高校グラウンド �＼違憲 �三三慧憲 

畷強怠④⑭ 
8月6日仕）護り 

繊7日旧）譲大会 

“‾謡”し！ I ：∴ 　0 14　啓一 　　▼ 　問、i十三一 

ii｝明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仁ー 

相国Lr－ 

ヽ 

噌埴麹彊湖瑠国囲割
勘哲≒糊腔卿彊聡憧

まちづくりに役立っています

今年も7月15日（金）から「サマージャンボ宝くじ（市

町村振興宝くじ）」が、全国の宝くじ売場で1枚300円で
発売されます。この宝くじの収益金は、市町村が行う公
共事業などの資金として、明るく住みよいまちづくりに
使われます。

★1等　2億円×42本

前後賞各　5，000万円

★2等1億円×42本

○発売期間　7月15日（金）～8月2日（火）

○抽選　日　8月12日（金）
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噂醤壁電鍵願酸⑥太麿蓄遵襲襲妙義渉
町では　春日住宅及びゆいタウン黒II惟宅の入居者を募集します。

e

鵡 詰 ��自任手品＿定 朝は 

一書 �rl∴「 ‾1 1 

「 

所　在　地：木田4605番地1
募集戸数：7戸
入　居　日：10月1日（土）予定

受付期間
抽　選　日

間　取　り

家　　　賃

敷　　　金

共　益　費

1タウン黒川住宅

で腫二！申：∴「 ��匹封要理要撃 

開票的 ∴十　．0iO � � 

賀寒、－ 
所　在　地：反土27番地
募集戸数：1戸
入　居　日：9月1日（木）予定

7月11日（月）～8月12日（金）

8月24日（水）　※抽選会場は加治木町役場内
2LDK（和6畳・洋6畳・LDK約10畳）
20，000円～34，000円程度

※家賃は試算ですので変動することがあります。※家賃は入居者の収入基準で異なります。
家賃の3か月分
月3，000円程度（浄化槽管理費、住宅内の管理費等）

駐車場使用料：1区画800円（予定）

●入居条件等
（1）現に同居し、または同居しようとする親族がいる方。

（2）政令で定める基準の収入のある方。

（3）現に住宅に困窮していることが明らかな方。

（持家のある方や公営住宅に入居中の方は申し込めま

せん。）

（4）収入制限があります。

（5）犬・猫等の飼育はできません。

問い合わせ先　建設課住宅係　TEL62－2111（内線221）

．　1 

蒐ソリブ・混合油の購入は金属袈容器でll

★事故の多鵜！こ伴い，消防布部からの指導が強化されました

消防法により．カツ」⊇算の取り扱い．運搬l甜昌定さ

議義務麗藷器諾
率華誓三幸埠．＿＿　＿＿＿＿つ！

－：　　　一一iiiiiiii－－　一一－iiiii‾‾．1／　　　　－

※運搬の方法・書経の基準は言肖鵬圭に基つき政令て定められてLlます。

①運搬車（危険物の捌こ関する取離8条）
②　積載方法ヾ危隈物の規制幅関する政令第29条）

③　運搬方法（危険物の規制に関する政令莞30条）

※ポリ容器・九イル筆書に．ガソリン言烏合油を

入れた場合は言削方法違反となり罰則の対象と

なる場合があります。指定（検定合格）された
容器《このマークが貼り付文は刻印》

▼

圏 �火， ��気 �厳禁i 
S �§－ �20 
妖言構個的‖蚕室亘8 
①
検定清マーク付

鹿児島県石油商業組合西婚良支部
脂良西部地区危険物妻全脇重
婚島部西部消防組合　TELO995－63”3287
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と磯鶏欝平成17年度こどもの予防接種緑蟹綴欝
★小学校6年生の保議書の方へ
ニ種混合（ジフテリア・破傷風）予防接種が受Iナら

れます。実施期間が決まっていますので、体調のよい

時iこ早目に受けましょう。対象者Iこは予診票を送付し

てあります。

S実施期間　5月2日（月）～8月31日（水）

漢医療機関

●加治木駅前クリニック（TEL62－2222）

【火曜・金曜】9時～13時、14時30分～18時

●川島クリニック（TEL62－7200）

【月曜・火曜・金曜】9時～13時、14時～18時

【土曜】9時～13時

●徳重クリニック（TEL62－2672）

【月曜】9時～正午、16時～18時

【水曜・土曜】9時～正午

●浜崎クリニック（TEL62－8588）

【火曜・木曜】14時30分～18時

●すごやかクリニック（TEL62－0308）

【火曜】10時30分～正午

【水曜・金曜】15時30分～17時
・接種料金は無料です。事前Iこ医療機関Iこ電話予約を

し、保護者同伴で接種Iこ行ってください。
・急な副反応に備え、接種後約30分間は待機してお子

さんの体調をみる必要がありますので、実施終了時

問の30分前までにお出かけください。
・母子健康手帳があればお持ちください。

・転入された方で予診票がない方は、保健センターへ

御連絡ください。

★3歳～7歳筆のお子さん・小学4年
生・中学3年生の保機雷の方へ
5月30日Iこ厚生労働省から、日本脳炎予防接種につ

いて接種後に重症の副反応が懸念されるとして、積極

的勧奨を差し控えるよう勧告がありました。

ただし、日本脳炎流行地へ旅行する場合、蚊に刺さ

れやすい環境にある場合など、特に接種を希望される

方は医師の説明を受け、医療機関Iこおいてある同意書

を提出したうえで接種することができます。

接種を希望される方で、予診票をお持ちでない方は

保健センターへお問い合わせください。なお、現行の

フクテンよりもリスクの低いワクチンを開発中とのこ

とですので、安心して接種できる体制が整いましたら

再度お知らせいたします。

★生後3か月～7歳半のお子さんの保櫨
善の方へ
BCG・三種混合・麻しん・風しんの予防接種を通常

通り町内の医療機関で実施しています。それぞれの予

防接種の対象年齢になりました5、お手元の予診票

（綴り）を使って体調のよい時に受Iナましよう。平成

18年3月まで実施（1月と2月は休み）していますので、

接種計画をたてましょう。

問い合わせ先

健康福祉課　保健予防係（保健センター内）

TEL62－2111内線502

嶽嶽嶽練熟嶽むし菌予防について燕藤懸燕熱感
◆唾液の役割
唾液は大唾液腺と多数の小唾液腺から、1日約1～1．

51分泌されます。水分のほか、ナトリウム、カルシウ

ム、リン等の無機成分や、消化酵素、抗菌物質等、様々

なタンパク質が含まれています。唾液には、粘膜の保護、

食潜やプラーク（歯垢）の洗い流し、細菌によって作り

出された酸の中和（緩衝作用）、消化、抗菌等の作用が

あります。

◆唾液のむし歯予防に対する働き
1．歯の表面や口の粘膜を洗い流し保護します。

2．プラークの形成や発育を抑制します。

3．プラーク中の酸を中和します。

4．phを高めて脱灰された歯の表面の再石灰化をすす

めます。

｝葛書ヽ＿

ゐヽ昏

唾液はむし歯に対す

る一番大きな抵抗力で

す。

分泌量が多いほど、む

し歯の予防効果は高く

なります。また、睡眠

中は唾液分泌が減少す

るので、寝る前の飲食

はむし歯の原因となりやすいのです。

◆むし茜予防は定期検診が大切
むし歯及び歯周病の原因となる歯垢の除去は、自己管

理のみで行うのは難しいため、かかりつIナ歯科医や歯科

衛生士等による歯石除去や茜面清掃、予防措置など、専

門家Iこ相談することをおすすめします。
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斐
i
・
妄
思
、
ま
、
萄
く
り

密
室
I
・
二
審
胸
板
の
召
し
養
う
筋
？

「
世
界
一
安
全
な
国
、
日
本
」

を
復
活
さ
せ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

官
民
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
取

組
を
行
い
、
ど
の
よ
う
に
協
働
し

て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
、
様
々

な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
安
全
・
安
心
と
い
う
の
は
、

空
気
や
水
と
同
じ
よ
う
に
か
け
が

え
の
な
い
も
の
」
　
で
す
が
、
私
た

ち
は
　
「
安
全
・
安
心
」
　
は
あ
っ
て

当
た
り
前
と
い
う
感
覚
で
あ
り
、

今
更
何
を
い
う
の
か
と
思
わ
れ
る

加
治
木
町
は
、
校
区
公
民
館
な

ど
の
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

支
え
る
制
度
が
多
く
存
在
し
て
い

ます。近
隣
で
見
知
ら
ぬ
人
を
見
か
け

れ
ば
声
を
掛
け
、
子
ど
も
が
悪
さ

を
し
て
い
れ
ば
大
人
が
善
悪
の
別

を
教
え
る
と
い
う
こ
と
が
自
然
に

行
わ
れ
、
地
域
社
会
が
犯
罪
や
非

行
を
抑
止
す
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
す
ぼ
ら
し
い

環
境
は
、
残
念
な
こ
と
に
本
町
に

お
い
て
も
薄
れ
つ
つ
あ
る
の
が
実

情
で
す
。

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
年
、
内
閣
府
が
実
施
し
た
世

論
調
査
で
悪
い
方
向
に
向
か
っ
て

い
る
分
野
の
第
一
位
に
　
「
治
安
」

が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
の
治

安
は
今
、
危
険
水
域
に
あ
る
と
言

わ
れ
、
県
内
に
お
い
て
も
背
後
に

暴
力
団
が
絡
む
犯
罪
、
来
日
外
国

人
に
よ
る
組
織
的
な
窃
盗
事
件
、

薬
物
事
犯
な
ど
、
都
市
圏
に
多
か

っ
だ
犯
罪
類
型
が
目
立
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
民
が
身

近
に
不
安
を
感
じ
る
路
上
強
盗
、

地
域
の
鮮
：
地
域
の
カ

町
内
の
犯
罪
の
発
生
は
危
機
的

な
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
だ

か
ら
こ
そ
今
、
将
来
に
わ
た
り
安

全
を
維
持
す
る
取
組
が
必
要
不
可

欠
と
い
え
ま
す
。
こ
の
ま
ま
放
置

す
れ
ば
、
加
治
木
町
の
治
安
も
、

い
ず
れ
危
機
的
状
況
に
陥
っ
て
し

ま
う
可
能
性
は
高
い
と
言
え
ま
す
。

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
の
要

因
の
一
つ
に
、
地
域
社
会
の
連
帯

が
弱
く
、
規
範
意
識
が
薄
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
の
基

盤
と
な
る
の
は
、
町
民
一
人
ひ
と

ひ
っ
た
く
り
、
住
宅
侵
入
窃
盗
な

ど
の
犯
罪
が
、
今
後
増
加
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

そ
の
要
因
と
し
て
、
都
市
化
の

進
展
と
地
域
社
会
の
連
帯
意
識
の

低
下
等
に
伴
い
、
社
会
が
本
来
備

え
て
い
る
犯
罪
抑
止
機
能
が
低
下

し
て
い
る
こ
と
や
大
都
市
圏
に
お

け
る
治
安
対
策
の
強
化
に
よ
っ
て

犯
罪
が
地
方
に
拡
散
し
て
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

自
ら
の
安
全
は
自
分
で
守
る

互
助
　
地
域
社
会
が
連
帯
し
互
い
に
助
け
合
う

）
行
政
機
関
が
施
策
と
し
て
取
り
組
む

り
が
規
範
意
識
を
強
く
持
ち
、
無

関
心
を
や
め
、
自
ら
の
安
全
は
自

ら
で
守
る
と
い
う
自
助
の
精
神
と
、

地
域
社
会
が
連
帯
し
て
取
り
組
む

と
い
う
互
助
の
精
神
で
す
。
こ
れ

が
、
町
、
警
察
を
始
め
と
す
る
行

政
機
関
の
公
助
と
相
ま
っ
て
展
開

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
犯
罪
に

強
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
れ
は
将
来
、
加
治
木
町
に
暮

ら
す
こ
と
の
豊
か
さ
を
実
感
さ
せ

る
基
盤
と
な
り
、
町
の
魅
力
を
高

め
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
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作られた性差）からの解放は 
男女共通のテーマです。 

気づかないうちに子どもを傷つけていませんか？
子ども虐待とは、子どもの人権を著しく侵害しその心身の成長及び人格の形成に重大な
影響を与え次世代の育成に懸念を及ぼすこと。

虐待は次の4つのタイプに分けられます。
①身体的虐待…子どもの体に傷を負わせたり、生命に危険を及ぼす行為です。（首を絞める、殴る、蹴る・投

げ落とす、やけどをさせる、戸外に閉め出す、部屋に監禁するなど）

②心理的虐待…ことばによる脅かしや極端に無視するなどの行為も虐待です。子どもの前での夫婦間の暴力など
直接子どもに対して向けられた行為でなくも、子どもに心理的な傷を負わせることも含まれますo

③性　的　虐　待…性的ないたずらをしたり、性的な関係を強要したりすることは虐待ですo性器や性交を見せた
り、ポルノグラフイの被写体にすることも性的虐待です。

④育児の放棄や怠慢・・・健康や安全への配慮を怠る、適切な生活の世話をしない、病気なのに病院に連れて行かないな
ど保護者としての監督・保護を著しく怠ることが虐待です。保護者以外の同居人による子ども
に対する虐待を保護者が放置することも含まれます。

子育てってこんなに大変だったの？
（子どもの育ちは十人十色。育児書どおりには行かないもの）

言うことをぎかす育てにくいと思っている子とも、手の

かかる子とも、障害や慢性疾患を抱えている子どもには、

親がその対応iこ追われて余裕がなくなり、否定的な感情が

生まれ、虐待をしてしまう場合があります。

ひとりで悩んでいませんか？
（舘理せず、のびのび、安心育児）

地域から孤立し、さらに親や、親戚との関係が薄くなるこ
とで育児の不安や養育上の混乱が高まり、虐待につながる

可能性が高くなっています。

誰もわたしのさっさをわかってくれない！
（困った時はみんなの出番。知恵をかして）

夫婦の仲が支配・服従関係である場合や、親が精神的な
問題を抱えている場合、また親の未熟さにより家庭内にス
トレスが蓄積し、虐待を引き起こしやすくなります。

r

おなた自身があなたらしく生きるために
（子育てにがんじがらめiこなってない？）

子とものこう虐待を受けたことで、自分の子どもにも暴
力をふるいやすくなる場合があります。また、家事や、子
育てを完ぺきIここなそうとして、ストレスがたまり虐待に

走ってしまうこともあります。

●子ども虐待の通告や相談
児童虐待防止に関する法律が改正になり、通告や相談に市町村も対応することになりました。虐待か
そうでないかは調査で判断します。仮に調査の結果、「虐待」の事実がなくても通告者が責任を問われ
ることはありません。「虐待」が疑われる場合には通告を！！

●無料女性相談
毎週火曜日午前9時～正午　原則、電話相談ですが面接相談にも応じます。秘密は守ります。

相談専用ダイヤル（TEL）62－2230　総務課男女共同参画係（TEL）62－2111（内線281）も可。
＿＿南－＿－＿＿＿－＿－一章一二一一」一一一一一m一一一－一　　一、一二も」一一一一一　一一二一一一一一一一一　　　一一山－一　一一一一一－－－一一一一一　　　一一一1工し∴上し⊥－⊥一＼‘一一一／一一一一1－－－－－　　　⊥1－－エー一一一一一一一一　一一一一一一一一一一一一一一－／
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教育委員会椿より
自己への挑戦　来る夏休みに願うこと（学校教育課）
一学期が終わると、園児・児童・生徒は、7月21日

から42日間の長い夏休みとなります。夏休みは、子ど

もたちにとってはとても重要な意義をもっています。

それは、自己を鍛錬する期間であるということです。

自分を律するのは自分以外にない日々を過ごすからで

す。つまり自分自身で努力しなければならないのです。

怠けようと思えばいくらでも怠けられます。何もしな

くても注意を受けることはないでしょう。人が成長し

ていく過程で、いつも隣に指導者がついているとは限

りません。自分自身で自分をコントロールして、より

高い人間に自分を成長させていくことができます。こ

の力を「自己指導力」とか「自己教育力」といい、人

が自立していく上で大切な能力です。そうした実際の

生活に必要なことを学習するのも、この長い夏休みの

大きな意義でもあります。そこで、この夏休み期間に

は、かねてできないことに挑戦して

もらいたいと思います。

がんばれることは何でもいいので

す。少年団活動でも、子ども会でも、

．蔀み
●●m持主∴∴種や－●

部活動、遅れた勉強、趣味や特技などなど。また、家

族の一員としての家事を分担することや、ボランティ

アに励むことを通して、積極的に人とのかかわりをも

ってはしいものです。多くの人々とのかかわりの中か

ら成長する糧を得ることが多いものです。保護者のみ

なさんには、「手は離しても目を離さないよう」にして、

子どもたちのさまざまな挑戦を見守っていただき　長

い夏休みを無事に過ごさせていただきたいと願ってい

ます。

小さなリーダーを育成する研修キャンプを開催（社会教育課）

子ども会活動における子どもたちのリーダーを育成しようと5月28

日、さえずりの森、陶夢ランドにおいてインリーダー研修会を開催し

ました。

町内の子ども会やスポーツ少年団の代表77名が、1泊2日のキャン

プ生活をしながら、リーダーとしての心構えやレクリエーションの進

め方などを学習しました。これからの子とも会活動などで、自主的な

活動を進めていく基盤になっていくはずです。夏休みの子ども会等で

の子どもたちの成果を見守ってください。

需デ字幕
●

J

陶夢ランドでの友達づくりの様子

夏季休業中の町教育委員会主催及び後援行事……応援や見学においでください。

7月22日（金）

7月27日（水）

7月28日（木）

7月31日（日）

8月　4日（木）

II

町水泳記録会13：00～　加治木小プール　　小学5・6年生が水泳の記録をめざします。

町教育講演会10：00～　加音ホール　町内教育関係者が一堂に会し，研修をします。

町フィールドワーク14：00－　町内一円　転入教職員等、希望者が町内の史跡を見学します。

青少年ふるさと美化活動　自治会ごとに実施

第4回英語暗唱大会10：00～　福祉センター　小・中学生の代表が英語の暗唱を発表します。

第2回少年の主張発表大会14：00～　福祉センター　小・中学生の代表が弁論を発表します。

8月28日（日）　子ども会大会　9：00－柁城中校庭　柁城中校区部会の行事（綱引き大会の予定）

〃　　　　　加治木町人権フェスタ13：00～加音ホール　吉川精一さんの講演やコンサート

種
芋
へ
ミ
㌣

鴨
千
手
〕



先日、三年前まで加治木町の国際交流員として勤めていたマットさんが、奥さんと娘さんを連れ

て数週間加治木に戻りました。娘さんはまだ生

後1か月の赤ちゃんで、とても可愛かったです。私
はそれまでマットさんと会ったことありませんでし

たが、以前写真を見たことがありました。三年も経
ったのに、彼は写真の姿と全然変わっていませんで

した。

彼と国際交流員の契約満了後の生活について話を
していたら、自分が三年後どこで何をしているかを

考えずにはいられなくなりました。ひょっとすると、
マットさんのように小さな赤ちゃんを抱いてその辺

りに腰を掛け、加治木で過した日々についておしゃ
べりしているかもしれないと誰が想像できるでしょ

う。確かなことば　加治木町での経験が私の人生の
布石になるということです。五年前の東京での留学
経験が、私をここへ国際交流員として連れて来まし
た。ここでの経験が私をどこへ連れて行くのでしょ

うか？

今までのイベントや出会ってきた全ての人々のお
かげで私が少しずつ成長してきたように、加治木町

そして私が出会った素晴らしい人々へこの一年にプラ

スとなる何かを与えることができていたら幸いです。

私が帰国して何をするのか疑問に思っている方々。
バンクーバーに戻ったら私は再び法律の勉強を始め、

来年のロースクール卒業を目指します。本当に弁護士
になりたいと思ったら、卒業後一年間のインターンを

経てカナダの司法試験受けます。法律関係の仕事はし
たいけど　今は弁護士にはなりたくありません。今は
カナダの外務省で働いてみたいと思っています。この

プランはまだ確実じゃないから、三年後の私が何をし
ているのか自分でも全然予想できません。でもちょっ

と楽しみにしています。
ここを旅立つに当たって残念なことの一つに、六代

続いた加治木町国際交流員のバトンが次へつなげない
ということがあります。私は加治木町最後の国際交流

員になりますが、この素緻な町の国際交流はここで終
わるわけにはいけません。これからも皆さんに、役場
の企画課や加治木国際交流協会のイベントに協力して
いただきたいと思います。

素敵な加治木町、素敵な一年、本当に有難うござい
ました！また会いましょう！　　　　ベティ・リン

I　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　・　　　　　　　　一＼

…・縄文時代の足跡を今に伝える・∴ 　　　　　　　　I �翻 身 ′ ゝiへ、 一書－ir．“ ＿∴∴4、 一▲′－ ＿．＿“〃i○○し二〝．〃 �子 ／ 」重） 

i 　　　　　　　　　　　i入場無料i －℡ 

場所：－町立郷土館（図書館となり）” 　　ノ 

ー一期間：7月10日（日）～8月31日（水）　　　　　　　　　　　・言　　　　　　．．r 

l・霊欝嵩荒みンクション’　臨講説 
、競購読豊能藍藍壷：＿＿．．遍躍 
（約3500年前）の遺跡です∴＿　　　　　碑易∵　　　　　　－」　　　　＿ 

：蒜諾馨三業歯劉欝撃‥つま」 
、ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ぺ∵㍉・㌻一言ノー鼻紙∴÷∴定言∵∴■ 

・，〇〇一場細職質場的・一　∴1，－一・一一一＿－＿r一一鞠“翰尊一山●輸・▲種山●章一3・－　　　　　　　　　　＿岬吋麟轟き 
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と独、　　　　貝子 
誘特野　　　　　　ポプラ社 

おはなし会の �日　時：8月13日（土）午前10時30分一　　髪－ 　　　　　　　　　　　　I 

御案内 �場　所：町立図書館学習室　　　　　　　叫 

（毎月第2土曜日） �内　容：絵本の読み聞かせ・紙芝居など 
※どなたでも参加できます。お気軽にお越しください。 
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人口・世帯の動き
平成17年6月1日現在

⑫

総人口 �22，962人（△6） 

男 �10，598人（△4） 

女 �12，364人（△2） 

世帯数 �9，119（△3） 

出生 �13人　　死亡　　　15人 

転入 �77人　　転出　　　81人 

※（）内は前月との比較

平成16年度

情報公開実施状況

情報公開制度に基づく情報の開

示について、平成16年度の実施状

況を公表します。

＝開示請求　　2件＝

不存在　　　0
一部開示　　2

全部開示　　0

都合により変更になる場合がありますので、必ず事前に御確認ください。

月　日 ���医療機関 �所在 �電　話 �医療機関（小児科） �所在 �電　話 �医療機関（眼科） �所在 �電　話 

7 月 �10 �（日） �川　畑　内　科 �加治木 �63－1499 �あ　い　ら　小　児科 �姶　良 �66－0115 �渡辺眼科クリニック �国　分 �45－6888 
17 �（日） �壱　　岐　　医　　院 �溝　辺 �59－2019 �中　　西　　医　　院 �姶　良 �65－1717 �い　ぢ　ち　眼　科 �国　分 �47－3618 

18 �（月） �徳　永　医　院 �溝　辺 �58－2302 �冨永クリニック �姶　良 �65－7311 �神　村　眼　科 �姶　良 �64－5556 

24 �（日） �四本信一皮膚科 �加治木 �63－9912 �徳　　重　　医　　院 �姶　良 �65－2070 �隼　人福　島　眼科 �隼　人 �64－2940 

31 �（日） �徳重クリニック �加治木 �62－2672 �国　分生協病院 �国　分 �45－4806 �西　眼　科　医　院 �加治木 �62－2526 

8 月 �7 �（日） �おばた泌尿器科・ひふ科 �加治木 �62－7100 �希聖　ヶ丘病院 �姶　良 �65－3207 �植原　眼科　医　院 �隼　人 �43－1050 
14 �（日） �浜崎クリニック �加治木 �62－8588 �む　ろ　内　科 �国　分 �46－6611 �青雲病　院眼科 �姶　良 �66－3080 

21 �（日） �川島クリニック �加治木 �62－7200 �尾田内科胃腸科 �姶　良 �65－7511 �田　中　眼科　医院 �姶　良 �65－3986 

28 �（日） �四本信一皮膚科 �加治木 �63－9912 �永　山　医　院 �隼　人 �42－0109 �渡辺眼科クリニック �国　分 �45－6888 

診療時間 ���午前9時～午後5時 ���午前9時～午後5時 ���午前9時～午後1時 
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加治木町まちづくり協
議会のメンバーが発足
三周年を記念して龍門
滝近くにカエデを植樹
しました。

新しく農業委員となっ
た坂元廣幸さんに辞令
が交付されました。

加治木町建設同志会の
メンバーが奉仕作業と
して海浜通り線周辺の
ヤブ払いに汗を流しま
した。

永原の束サチ子さんの
菜園で採れた五つ子
（？）のナス。
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